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□
条
例
改
正

○
白
浜
町
各
種
基
金
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
と
さ
れ

る
間
伐
、
人
材
育
成
、
担
い
手
の
確

保
、
木
材
利
用
の
促
進
並
び
に
普
及

啓
発
等
の
森
林
整
備
及
び
促
進
に
関

す
る
事
業
を
効
率
的
に
行
う
た
め
、

関
係
規
定
を
改
正

○
白
浜
町
立
学
校
施
設
使
用
料
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

令
和
元
年
10
月
か
ら
消
費
税
の
税

率
が
８
％
か
ら
10
％
へ
と
引
き
上
げ

ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
関
係
規
定
を

改
正

○
白
浜
町
重
度
心
身
障
害
児(

者)

医

療
費
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

和
歌
山
県
重
度
心
身
障
害
児(

者)

医
療
費
補
助
金
交
付
要
綱
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
関
係
規
定
を
改
正

○
白
浜
町
公
衆
浴
場
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

町
営
浴
場
（
白
良
湯
・
牟
婁
の
湯
）

に
つ
い
て
、
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、

年
間
入
浴
料
を
引
き
下
げ

○
白
浜
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

一
部
の
町
営
住
宅
の
用
途
廃
止
に

よ
り
、
町
営
住
宅
の
戸
数
に
変
更
が

生
じ
た
こ
と
に
よ
る
改
正

○
白
浜
町
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

老
朽
化
し
た
施
設
の
更
新
費
用
及

び
災
害
に
強
い
耐
震
施
設
へ
の
整
備

費
用
を
確
保
し
、
水
道
水
の
安
定
供

給
と
持
続
可
能
な
水
道
事
業
の
経
営

を
行
っ
て
い
く
た
め
、
新
し
い
水
道

料
金
体
系
を
設
定
す
る
。

　

ま
た
、
消
費
税
が
引
き
上
げ
ら
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
水
道
料
金
へ
の
適

正
な
転
嫁
を
行
う
た
め
改
正

○
白
浜
町
簡
易
水
道
使
用
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

水
道
水
の
安
定
供
給
と
、
持
続
可

能
な
水
道
事
業
の
経
営
を
行
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
新
し
い
水
道
料
金
体

系
を
設
定
す
る
に
あ
た
り
、
公
平
性

の
観
点
か
ら
今
ま
で
別
々
で
あ
っ
た

簡
易
水
道
と
上
水
道
の
料
金
体
系
を

統
一
す
る
。
給
水
装
置
の
種
類
に
関

す
る
規
定
と
分
担
金
の
規
定
も
統
一
。

　

ま
た
、
消
費
税
が
引
き
上
げ
ら
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
簡
易
水
道
料
金
へ
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３
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の
適
正
な
転
嫁
を
行
う
た
め
改
正

○
白
浜
町
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

工
業
標
準
化
法
及
び
住
宅
用
防
災

機
器
の
設
置
及
び
維
持
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

省
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
関
係
規

定
を
改
正

○
白
浜
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令
の
施
行
に
伴
い
、

関
係
規
定
を
改
正

□
補
正
予
算

○
令
和
元
年
度
白
浜
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
２
億
６
千
50
万
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
を

１
３
４
億
８
千
２
５
０
万
円
と
す
る
。

　

主
な
補
正
内
容
は
次
の
と
お
り
。

（
単
位　

万
円
未
満
四
捨
五
入
）

【
総
務
費
】

・
電
話
交
換
シ
ス
テ
ム
更
新
業
務
委

託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
２
０
万
円

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
５
０
万
円

・
日
置
川
事
務
所
消
防
設
備
整
備
工

事
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
６
０
万
円

【
民
生
費
】

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
５
千
万
円

【
農
林
水
産
業
費
】

・
椿
は
な
の
湯
設
備
更
新
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
８
０
万
円

【
教
育
費
】

・
小
学
校
空
調
設
備
整
備
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　

４
千
５
５
８
万
円

・
中
学
校
空
調
設
備
整
備
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　

２
千
１
６
７
万
円

□
物
品
購
入
契
約

○
消
防
車
両
更
新
事
業
（
白
浜
第
１

分
団
）
に
係
る
物
品
購
入

【
数
量
】
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車　

１
台

【
契
約
金
額
】

　

１
千
３
３
５
万
９
千
６
０
０
円

【
契
約
の
相
手
】

　

上
富
田
町
朝
来
字
里
田

　
　
　
　
　
　

１
４
０
７
番
地
の
４

　

和
歌
山
日
野
自
動
車
株
式
会
社

　

田
辺
支
店　

支
店
長　

田た
な
か中　

勝か
つ
の
り則

○
浸
水
対
策
用
発
電
機
購
入
事
業
に

係
る
物
品
購
入

【
数
量
】　

可
搬
式
デ
ィ
ー
ゼ
ル

　
　
　
　

エ
ン
ジ
ン
発
電
機　

２
台

【
契
約
金
額
】

　
　
　
　

５
０
５
万
４
千
４
０
０
円

【
契
約
の
相
手
】

　

田
辺
市
稲
成
町
３
２
６
番
地
の
１

　

株
式
会
社
冷
水
機
械

　

代
表
取
締
役　

渡わ
た
ぐ
ち口　

眞し
ん
じ二

□
工
事
請
負
契
約

○
日
置
中
学
校
校
舎
耐
震
改
修
等
工
事

【
工
事
場
所
】

　

白
浜
町
日
置
９
７
９
番
地
の
２

【
契
約
金
額
】　　

９
千
４
５
０
万
円

【
契
約
の
相
手
】

　

白
浜
町
栄
１
０
４
９
番
地

　

Ｓ
Ｕ
Ｎ
頼
’Ｓ　

平ひ
ら
さ
か阪　

惠え

ち

こ
智
子

３ NO.53

　

　

５
月
22
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
、

和
歌
山
県
町
村
議
会
議
長
会
第
71
回

定
期
総
会
に
お
い
て
、
議
員
と
し
て

11
年
以
上
在
職
し
、
功
労
の
あ
っ
た

溝
口
議
員
が
、
自
治
功
労
者
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
定
例
会
初

日
の
冒
頭
で
伝
達
式
を
行
い
ま
し

た
。

 

▽
自
治
功
労
者
表
彰



　
　

３
月
議
会
で
使
用
済
核
燃

料(

核
の
ご
み)

受
け
入
れ
拒

否
条
例
制
定
を
求
め
る
質
問
を

し
た
が
、「
受
け
入
れ
る
考
え

は
な
い
と
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
条
例
制
定
の
必
要
性

は
な
い
」と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。

受
け
入
れ
る
考
え
が
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
受
け
入
れ
拒
否
の
条

例
を
な
ぜ
制
定
で
き
な
い
の
か

理
解
に
苦
し
む
。
原
発
再
稼
動

が
進
み
、
使
用
済
核
燃
料
が
増

え
る
な
か
、
電
力
会
社
は
候
補

地
を
探
し
て
い
る
。
町
の
基
幹

産
業
は
観
光
で
あ
る
の
で
、
核

の
施
設
受
け
入
れ
拒
否
の
条
例

を
制
定
し
て
は
ど
う
か
。

 　
　

中
間
貯
蔵
施
設
や
最
終
処

分
場
に
つ
い
て
、
受
け
入
れ
る

考
え
は
な
い
と
表
明
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
条
例
制
定
の
必
要

性
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
白

浜
町
は
観
光
産
業
や
農
林
水
産

業
が
中
心
と
な
っ
て
発
展
し
、

白
浜
町
の
将
来
は
、
観
光
産
業

の
進
展
に
か
か
っ
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。
中
間
貯
蔵
施
設
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
事
業
者

等
か
ら
何
の
申
し
入
れ
も
な

い
。
町
長
で
あ
る
私
自
身
が
受

け
入
れ
の
協
議
を
行
わ
な
い
以

上
、
町
内
の
土
地
が
候
補
地
と

し
て
具
体
化
す
る
こ
と
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　

町
の
上
水
道
施
設
に
は
、

停
電
時
に
備
え
発
電
機
を
設
置

し
て
い
る
。
一
方
、
簡
易
水
道

に
は
発
電
機
が
設
置
さ
れ
て
い

な
い
が
、
年
次
計
画
を
立
て
、

設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

日
置
川
の
増
水
に
よ
り
浸

水
し
た
施
設
で
は
、
浸
水
対
策

な
ど
い
く
つ
か
の
課
題
も
あ

る
。
国
に
お
い
て
現
過
疎
法
の

延
長
、
も
し
く
は
新
た
な
過
疎

法
が
成
立
し
た
場
合
、
発
電
機

の
設
置
を
事
業
計
画
に
加
え
、

過
疎
対
策
事
業
債
を
そ
の
財
源

と
し
て
活
用
し
設
置
し
て
い
き

た
い
。

　
　

大
、
玉
伝
地
域
は
日
置
川

河
口
か
ら
約
20
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
場
所
に
あ
り
、
県
道
日
置
川

大
塔
線
が
通
っ
て
い
る
が
、
道

路
幅
が
狭
く
、
山
腹
も
険
し
く
、

近
い
将
来
起
き
る
と
い
わ
れ
て

い
る
南
海
・
東
南
海
地
震
で
集

落
が
孤
立
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
発
着
場

を
確
保
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う

が
、
考
え
を
伺
う
。

　
　

患
者
空
輸
を
含
め
、
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
の
場
外
発
着
場
の
指

定
に
は
、
地
権
者
の
了
承
が
必

要
で
あ
る
と
と
も
に
安
全
上
の

基
準
を
満
た
し
て
い
る
か
が
重

要
と
な
る
。
可
否
に
つ
い
て
は

現
在
、
県
に
依
頼
し
て
い
る
調

査
結
果
に
よ
る
。

・使用済み核燃料 ( 核のごみ )
受け入れ拒否の条例の制定について

・ 災害対策について

答

答

問

令和元年第２回定例会一般質問（登壇順）

（後世に残すべき日置川の豊かな自然）
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問

問

問答

丸
まる

本
もと

　安
やす

高
たか

　議員
（一問一答）



　
　

運
転
に
不
安
が
あ
る
方
が

免
許
返
納
し
た
場
合
、
移
動
支

援
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
の
か
。

　
　

新
た
な
公
共
交
通
の
空
白

地
を
生
ま
な
い
形
で
の
バ
ス
路

線
維
持
お
よ
び
タ
ク
シ
ー
営
業

所
の
維
持
等
の
生
活
交
通
の
確

保
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
運

転
免
許
返
納
者
に
、
日
置
川
地

域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
賃
割
引
と
、
町
内
在
住
の
65

歳
以
上
の
方
等
を
対
象
に
優
待

券
を
交
付
し
、
町
内
路
線
に
限

り
運
賃
が
半
額
に
な
る
制
度
が

あ
る
。

　
　

バ
ス
運
賃
割
引
制
度
の
利

用
に
つ
い
て
、
利
用
者
ニ
ー
ズ

を
把
握
す
る
た
め
、
今
後
ど
の

よ
う
な
対
策
を
考
え
る
の
か
。

　
　

現
在
の
バ
ス
運
賃
割
引
制

度
を
継
続
し
な
が
ら
、
地
域
課

題
や
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
制
度
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。

　
　

移
動
手
段
の
確
保
と
し

て
、
タ
ク
シ
ー
利
用
割
引
チ
ケ

ッ
ト
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　

来
年
３
月
末
の
優
待
券
の

更
新
に
併
せ
て
、
す
で
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
自
治
体
の
状
況

や
予
算
的
な
こ
と
も
踏
ま
え
、

検
討
し
た
い
。

　
　

　
　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
進
め
て
い
く
う
え

で
、
移
動
支
援
は
重
要
な
位
置

付
け
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
関

係
部
署
と
の
連
携
に
つ
い
て
は

ど
う
か
。

　
　

関
係
部
署
が
地
域
の
現
状

等
を
共
有
し
た
う
え
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
か
ら
課
題
解
決
に

当
た
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

が
、
現
時
点
で
は
連
携
で
き
て

い
な
い
。
今
後
、
ど
の
よ
う
に

関
係
部
署
が
連
携
し
、
取
り
組

む
べ
き
か
十
分
協
議
し
た
い
。

　
　

介
護
保
険
制
度
で
の
介
護

予
防
と
し
て
、
買
い
物
と
リ
ハ

ビ
リ
を
組
み
合
わ
せ
た
支
援
は

で
き
な
い
か
。

　
　

地
域
の
方
々
と
と
も
に
課

題
の
解
決
方
法
を
検
討
す
る
な

か
で
、
そ
う
し
た
先
進
地
事
例

も
紹
介
し
な
が
ら
地
域
で
の
支

え
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
を
支

援
し
た
い
。

　
　

バ
ス
停
留
所
の
廃
止
に
至

っ
た
所
の
理
由
と
、
地
域
の
不
安

の
声
に
ど
う
対
策
を
と
る
の
か
。

　
　

路
線
の
廃
止
お
よ
び
利
用

者
の
減
少
に
よ
り
廃
止
と
な
っ

た
も
の
で
あ
り
、
で
き
る
だ
け

地
域
の
要
望
を
お
聞
き
し
、
現

状
の
把
握
や
要
望
等
の
内
容
の

精
査
し
た
上
で
運
行
事
業
者
と

も
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　
　

自
宅
か
ら
目
的
地
ま
で
を

結
ぶ
「
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
」

方
式
の
よ
う
な
施
策
は
で
き
な

い
か
。

　
　

ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
方
式

の
導
入
に
つ
い
て
は
、
町
内
に

お
け
る
サ
ー
ビ
ス
格
差
が
生
じ

る
こ
と
、
目
的
地
が
区
域
内
に

限
定
さ
れ
る
こ
と
、
既
存
の
交

通
路
線
へ
の
影
響
等
課
題
が
多

い
と
考
え
て
る
。

　
　

　
　

移
動
支
援
の
今
後
の
課
題

を
地
域
ぐ
る
み
で
共
有
す
る
機

会
が
も
て
な
い
か
。
ま
た
、
高

齢
に
な
り
、
運
転
に
不
安
の
あ

る
方
が
、
気
楽
に
相
談
で
き
る

窓
口
は
な
い
の
か
。

　
　

移
動
支
援
等
、
地
域
課
題

に
対
応
す
る
に
は
、
様
々
な
団

体
、
関
係
者
等
に
参
画
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

相
談
窓
口
に
は
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。

問

・高齢者等の移動支援について

答

答

問

松
ま つ だ

田　剛
たけはる

治　議員
（一問一答）

問問問

問

問

答

答

答

答答

答 問

（65 歳以上の方等へ発行して

いる路線バス等の優待証）
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近
年
の
異
常
気
象
の
影

響
に
よ
る
局
地
的
な
大
雨
や
、

台
風
時
の
大
雨
に
よ
り
、
富

田
川
の
水
位
が
高
く
な
り
、

付
近
の
民
家
で
は
、
た
び
た

び
床
下
、
床
上
浸
水
被
害
が

発
生
し
て
い
る
。
今
回
、
県

は
富
田
川
の
堆
積
土
砂
撤
去

工
事
を
決
定
し
た
が
、
工
事

決
定
ま
で
の
過
程
と
工
事
区

域
お
よ
び
工
事
期
間
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　

平
成
23
年
の
紀
伊
半
島

大
水
害
以
降
、
県
に
富
田
川

の
河
川
整
備
に
つ
い
て
要
望

し
、
平
成
30
年
度
に
富
田
川

水
系
河
川
整
備
計
画
が
策
定

さ
れ
、
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
を
受
け
て
、
富
田
川

河
川
整
備
事
業
と
し
て
工
事

着
工
さ
れ
た
。
整
備
区
域
と

し
て
は
富
田
川
河
口
か
ら
保

呂
地
区
上
流
部
ま
で
の
約
６
．

２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
計
画
さ

れ
て
お
り
、
工
事
期
間
は
概

ね
20
年
の
予
定
で
あ
る
。

　
　

本
工
事
は
県
工
事
で
あ

る
が
、
工
事
に
か
か
る
庁
内

の
体
制
は
ど
う
か
。
ま
た
、

町
内
の
工
事
区
域
に
つ
い
て
、

町
独
自
に
基
本
的
な
考
え
を

ま
と
め
る
べ
き
と
考
え
る
が

い
か
が
か
。

　
　

平
成
31
年
４
月
23
日
に

富
田
川
流
域
９
区
と
町
で
構

成
す
る
富
田
川
改
修
促
進
協

議
会
を
発
足
し
て
い
る
。
今

後
は
、
協
議
会
と
連
携
し
つ

つ
、
県
へ
の
要
望
活
動
や
工

事
区
域
、
整
備
方
法
等
も
協

議
し
な
が
ら
事
業
促
進
を
は

か
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

富
田
川
は
富
田
平
野
の

農
業
用
水
の
確
保
と
い
う
重

要
な
役
割
が
あ
る
。
今
回
の

堆
積
土
砂
撤
去
工
事
と
大
井

堰
の
改
修
工
事
を
進
め
る
う

え
で
問
題
や
関
連
は
あ
る
の

か
。

　
　

近
接
工
事
と
な
っ
て
い

る
が
、
県
と
町
の
工
事
は
そ

れ
ぞ
れ
別
で
あ
る
た
め
、
大

井
堰
の
災
害
復
旧
工
事
を
進

め
る
に
あ
た
り
、
関
連
性
は

な
い
。
災
害
復
旧
工
事
に
関

し
て
は
年
内
の
完
成
を
目
指

し
て
取
組
ん
で
い
る
。

問

問

答 問

答

答

６NO.53

・防災対策について

（富田川の大井堰付近に堆積している土砂）

　溝
みぞぐち

口　耕
こ う た ろ う

太郎　議員
（一問一答）

※
こ
の
ほ
か
、
溝
口
議
員

は「
学
童
保
育
に
つ
い
て
」

質
問
し
ま
し
た
。
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日
本
か
ら
輸
出
さ
れ
る
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
輸
入
が
制

限
さ
れ
、
国
内
に
滞
留
し
て
い

る
と
の
こ
と
だ
が
、
町
内
の
資

源
回
収
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

容
器
包
装
で
な
い
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
等
を
除
去
し
た
う
え

で
、
民
間
事
業
者
で
圧
縮
梱
包

し
た
後
、
製
紙
工
場
の
熱
源
と

し
て
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
、

町
か
ら
発
生
し
て
い
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
滞
留
す
る
こ
と
が

な
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
そ
の

他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
類
は

焼
却
処
理
し
て
い
る
。

　
　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の

問
題
等
に
つ
い
て
、
ご
み
と
環

境
フ
ェ
ア
な
ど
で
町
民
啓
発
を

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
も
ら
い

た
い
が
い
か
が
か
。

　
　

ご
み
と
環
境
フ
ェ
ア
の
イ

ベ
ン
ト
等
も
活
用
し
、
ご
み
減

量
や
環
境
保
全
に
関
す
る
啓
発

に
努
め
た
い
。

　
　

来
る
べ
き
災
害
に
備
え
た

住
宅
の
耐
震
診
断
や
、
改
修
の

補
助
制
度
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

耐
震
診
断
に
つ
い
て
は
木

造
の
場
合
は
平
成
12
年
５
月
以

前
、
非
木
造
の
場
合
は
昭
和

56
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
住

宅
が
対
象
と
な
り
、
補
助
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
耐
震
改
修
に
つ
い
て
は

耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性

が
不
足
す
る
と
判
断
さ
れ
た

住
宅
の
耐
震
補
強
設
計
費
用

と
耐
震
改
修
費
用
に
対
し
補

助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

耐
震
工
事
等
で
の
補
助
金

の
受
領
に
つ
い
て
、
受
領
委
任

制
度
を
創
設
し
て
、
工
事
費
の

自
己
負
担
分
を
業
者
へ
の
支
払

い
と
な
る
よ
う
で
き
な
い
か
。

　
　

住
宅
の
耐
震
化
促
進
を
図

る
た
め
補
助
金
代
理
受
領
制
度

の
導
入
に
向
け
て
検
討
す
る
。

　
　

学
童
保
育
の
基
準
の
「
従

う
べ
き
基
準
」
と
し
て
定
め
ら

れ
て
い
た
放
課
後
児
童
支
援
員

の
資
格
と
配
置
基
準
が
、
拘
束

力
の
な
い
「
参
酌
す
べ
き
基
準
」

に
改
定
さ
れ
た
が
、
町
は
ど
う

取
り
組
む
の
か
。

　　
　

町
の
放
課
後
児
童
支
援
員

の
配
置
基
準
に
つ
い
て
は
、
国

が
「
従
う
べ
き
基
準
」
と
し

て
定
め
て
い
る
配
置
に
基
づ

き
、
条
例
で
定
め
て
お
り
、
現

状
に
お
い
て
こ
の
基
準
で
配

置
で
き
て
い
る
。
今
後
も
、
こ

の
基
準
に
よ
り
支
援
員
を
配

置
で
き
る
よ
う
努
め
て
お
り
、

現
在
の
と
こ
ろ
、
配
置
基
準

を
見
直
す
等
、
条
例
改
正
を

行
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　

放
課
後
児
童
支
援
員
の
研

修
に
つ
い
て
、
自
身
の
資
質
向

上
の
た
め
、
民
間
機
関
等
が
実

施
す
る
研
修
に
つ
い
て
も
参
加

者
へ
一
部
補
助
が
可
能
か
。

　
　

県
が
行
う
研
修
の
受
講

は
、
公
務
と
し
て
取
り
扱
い
、

旅
費
、賃
金
を
支
給
し
て
い
る
。

民
間
機
関
の
受
講
に
つ
い
て
は

承
知
し
て
お
り
、
あ
り
が
た
い

こ
と
で
は
あ
る
が
、
補
助
と
い

う
形
の
支
援
は
困
難
で
あ
る
。

問

問

・プラスチックごみ等の回収について
・住宅の耐震改修補助金について
・学童保育基準の見直しについて

答 答問

答

（海洋を汚染するプラスチックごみ）

問

答

葊
ひろはた

畑　敏
と し お

雄　議員
（一問一答）

問答

問 答



　
　

県
道
田
辺
・
白
浜
線
の

白
浜
駅
か
ら
上
富
田
町
方
面
へ

向
か
う
道
路
に
つ
い
て
、
上
富

田
町
側
の
区
間
が
整
備
さ
れ
た

が
、
踏
切
周
辺
の
白
浜
町
側
の

区
間
に
つ
い
て
の
整
備
は
ど
の

よ
う
な
状
況
か
。

　
　

今
年
度
も
引
き
続
き
上
富

田
町
域
の
工
事
を
進
捗
す
る
と

と
も
に
、
令
和
２
年
度
よ
り
白

浜
街
道
踏
切
ま
で
の
残
区
間
の

測
量
設
計
を
発
注
し
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

　
　

白
浜
町
内
に
は
７
カ
所
の

駐
在
所
と
交
番
が
あ
る
が
、
唯

一
白
浜
駅
前
駐
在
所
に
は
パ
ト

ロ
ー
ル
カ
ー
が
配
備
さ
れ
て
い

な
い
。
周
辺
地
区
か
ら
も
要
望

が
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

安
心
安
全
、
ま
た
防
犯
の
観
点

か
ら
も
町
か
ら
要
望
し
て
は
ど

う
か
。

　
　

県
警
察
本
部
長
あ
て
及
び

白
浜
警
察
署
長
あ
て
に
地
元
町

内
会
、
自
治
会
、
各
種
関
係
団

体
等
か
ら
要
望
書
が
提
出
さ

れ
、
白
浜
駅
前
駐
在
所
へ
の
パ

ト
ロ
ー
ル
カ
ー
配
備
に
つ
い
て

前
向
き
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
　

公
共
施
設
は
私
た
ち
の
生

活
に
深
く
関
係
す
る
施
設
で
あ

る
が
、
そ
の
多
く
は
昭
和
の
高

度
経
済
成
長
期
の
人
口
や
観
光

客
の
増
加
に
伴
い
作
ら
れ
て
き

た
施
設
で
あ
る
。
作
ら
れ
て
か

ら
半
世
紀
経
っ
た
も
の
も
多

く
、
経
年
劣
化
に
よ
り
老
朽
化

し
安
全
や
外
観
に
問
題
が
出
て

き
て
い
る
施
設
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

　
　

少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口

減
少
等
の
社
会
構
造
の
変
化
等

を
踏
ま
え
つ
つ
、「
白
浜
町
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
等

に
基
づ
き
、
施
設
の
長
寿
命
化

や
規
模
の
適
正
化
等
を
は
か

り
、
適
正
な
運
営
管
理
に
努
め

た
い
。

　
　

白
浜
美
術
館
の
建
物
は
重

厚
で
、
庭
園
な
ど
は
綺
麗
に
清

掃
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ざ
館
内

に
入
る
と
、
展
示
場
の
照
明
が

薄
暗
く
、
ト
イ
レ
も
男
女
の
出

入
口
に
扉
が
な
く
、
和
式
便
器

の
み
で
あ
る
。
ま
た
隣
接
す
る

歓
喜
神
社
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
で
き
て
お
ら

ず
、
ス
タ
ッ
フ
が
対
応
し
て
い

る
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
ら
の

施
設
改
修
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　

美
術
館
の
ト
イ
レ
の
出
入

口
は
、
カ
ー
テ
ン
の
設
置
に
よ

り
対
応
し
て
お
り
、
洋
式
化
に

つ
い
て
は
白
浜
観
光
協
会
と
も

考
え
て
い
き
た
い
。
指
定
管
理

の
協
定
で
、
施
設
管
理
、
経
費

の
負
担
等
を
決
め
て
お
り
、
維

持
管
理
費
、
小
規
模
修
繕
等

に
つ
い
て
は
白
浜
観
光
協
会
、

大
規
模
修
繕
に
つ
い
て
は
町

が
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

問

問

答

答

・白浜駅周辺の整備について
・公共施設の維持管理について

答

８NO.53

（白浜駅から上富田町方面へ

向かう道路にある踏切）

堅
か た た

田　府
あつとし

利　議員
（一問一答）

問

問 答

（阪田公園内にある白浜美術館）
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必
要
が
あ
る
。
公
共
交
通
に
お

け
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
、
町

内
全
域
で
同
じ
よ
う
に
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
、
地
域
に
よ
っ
て
大
き

く
サ
ー
ビ
ス
が
異
な
る
も
の
は

好
ま
し
く
な
い
と
考
え
る
。

　
　

は
ま
ゆ
う
病
院
の
患
者
送

迎
バ
ス
の
富
田
地
域
の
拡
大
に

つ
い
て
、経
費
負
担
も
あ
る
が
、

方
策
が
な
い
の
か
。

　
　

　
　

は
ま
ゆ
う
病
院
患
者
送
迎

に
つ
い
て
、現
在
の
状
況
で
は
、

経
費
的
に
も
運
行
ダ
イ
ヤ
の
関

係
で
も
限
界
が
あ
る
が
、
富
田

地
域
の
患
者
送
迎
の
実
現
に
む

け
て
、
は
ま
ゆ
う
病
院
と
と
も

に
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

辺
地
対
策
事
業
債
と
は
、

辺
地
と
そ
の
他
の
地
域
と
の
間

に
お
け
る
住
民
の
生
活
文
化
水

準
に
著
し
い
格
差
の
是
正
を
図

る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
お

り
、
日
置
川
地
域
で
も
有
効
な

手
段
と
し
て
考
え
て
い
く
べ
き

　
　

平
成
24
年
白
浜
町
生
活
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
や
地
域

公
共
交
通
会
議
の
な
か
に
お
い

て
、
何
が
課
題
で
あ
る
の
か
。

ま
た
、
現
状
バ
ス
路
線
が
運
行

し
て
い
る
状
況
下
で
、
住
民
の

要
望
に
応
え
る
た
め
に
、
解
決

方
法
は
な
い
の
か
。

　
　

公
共
交
通
の
観
点
で
は
、

町
内
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
格
差

が
生
じ
る
こ
と
、
ま
た
、
既
存

の
交
通
路
線
へ
の
影
響
等
の
課

題
が
あ
る
。
公
共
交
通
対
策
と

は
別
に
支
援
を
行
う
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

　
　

日
置
川
地
域
に
お
い
て

は
、
フ
リ
ー
乗
車
等
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
形
態
が
改
善
さ

れ
、
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
が
現
状
ど
う
か
。

　
　

新
規
の
バ
ス
停
設
置
や
場

所
の
変
更
、
路
線
延
長
や
フ

リ
ー
乗
降
等
、
利
用
者
の
利
便

性
の
向
上
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
今
後
も
検
証
や
改

善
等
を
行
い
な
が
ら
、
地
域
の

有
効
な
移
動
手
段
と
し
て
確
保

に
努
め
た
い
。

　
　

富
田
川
左
岸
、
栄
、
中
地

区
の
交
通
弱
者
に
対
す
る
課
題

で
あ
る
が
、
路
線
バ
ス
が
運
行

し
て
い
る
状
況
下
で
、
住
民
が

不
便
を
感
じ
て
い
る
が
、
解
決

策
を
示
さ
れ
た
い
。

　
　

　
　

仮
に
現
状
の
路
線
バ
ス
が

廃
止
さ
れ
た
場
合
、
日
置
川
地

域
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
サ
ー
ビ
ス

を
基
本
と
し
て
検
討
し
て
い
く

だ
と
考
え
る
が
、
旧
白
浜
町
は

対
象
と
な
ら
な
い
か
。
ま
た
、

今
後
研
究
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
が
、
見
解
は
ど

う
か
。

　
　

辺
地
債
に
つ
い
て
は
、
旧

日
置
川
地
域
に
お
い
て
活
用
で

き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

活
用
に
当
た
っ
て
は
、
対
象
と

な
る
事
業
を
細
分
化
し
て
、
計

画
を
策
定
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
今
後
、
関
係
機
関

と
も
協
議
し
な
が
ら
考
え
て
い

き
た
い
。

問

問答

・富田川左岸、栄、中地区の
　　　地域公共ネットワークについて

答問答

（緩やかに流れる富田川）

問答問

答

（日置川地域を運行するコミュニティバス）

楠
くす

本
もと

　隆
たか

典
のり

　議員
（総　括）



　
　

消
防
団
員
報
酬
の
支
給
方

法
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

現
在
は
分
団
に
一
括
し

て
支
給
し
て
い
る
が
、
国
か

ら
の
通
知
や
近
隣
市
町
村
の

状
況
か
ら
個
人
支
給
へ
の
変

更
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
今
後
は
、
消
防
団
と

協
議
を
行
い
な
が
ら
適
切
に

対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　

消
防
団
員
報
酬
の
値
上
げ

と
、団
員
の
確
保
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

近
隣
の
市
町
村
の
状
況

等
も
勘
案
し
な
が
ら
、
今
後

検
討
し
た
い
。
大
規
模
災
害

団
員
等
も
検
討
し
、
地
域
の

防
災
力
が
低
下
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
消
防
団
員
確
保

に
努
め
た
い
。

　
　

　
　

町
の
避
難
所
、
投
票
所
の

う
ち
耐
震
診
断
を
終
え
て
い
な

い
施
設
、
耐
震
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
施
設
の
対
策
を
伺
う
。

　
　

対
象
10
施
設
の
う
ち
、

工
事
着
手
が
２
施
設
、
事
業

化
を
計
画
中
が
１
施
設
あ
り
、

未
実
施
の
施
設
も
事
業
化
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

富
田
事
務
所
、
日
置
川
事

務
所
、
日
置
川
拠
点
公
民
館
の

一
次
耐
震
診
断
結
果
と
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

各
施
設
と
も
に
診
断
結
果

が
判
定
指
標
値
を
満
足
し
な
い

と
い
う
結
果
を
踏
ま
え
、
各
施

設
の
所
管
課
と
施
設
整
備
等
の

方
向
性
を
示
し
て
い
き
た
い
。

　
　

　
　

今
後
ど
の
よ
う
な
体
制
で

ふ
れ
あ
い
収
集
事
業
を
進
め
て

い
く
の
か
伺
う
。

　
　

引
き
続
き
、
町
が
直
接

行
っ
て
い
き
た
い
。
今
後
、
超

高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
町
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て

い
け
る
よ
う
、
収
集
計
画
の
工

夫
や
職
員
体
制
等
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

小
山
肆
成
顕
彰
公
園
の
ト

イ
レ
新
設
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。
併

せ
て
顕
彰
公
園
か
ら
市
鹿
野
ま

で
の
ト
イ
レ
新
設
の
検
討
内
容

を
伺
う
。

　
　

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

の
計
画
期
間
内
に
整
備
を
す

る
。ト
イ
レ
新
設
に
つ
い
て
は
、

場
所
を
ど
こ
に
す
べ
き
か
、
日

置
川
区
長
会
等
と
協
議
し
な
が

ら
進
め
る
。

　
　

日
置
小
中
学
校
の
耐
震
化

工
事
と
並
行
し
て
、
一
部
ト
イ

レ
の
洋
式
化
を
進
め
る
考
え
は

な
い
か
伺
う
。

　
　

日
置
小
中
学
校
の
耐
震
化

工
事
は
、
財
源
と
し
て
起
債
を

活
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同

事
業
で
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
行

う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ト
イ

レ
の
洋
式
化
の
必
要
性
は
認
識

し
て
お
り
、
早
い
時
期
に
取
り

組
む
。

　
　

交
通
弱
者
と
言
わ
れ
る
人

た
ち
の
移
動
手
段
の
確
保
と
、

問
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

交
通
弱
者
の
移
動
手
段
確

保
に
は
、
地
域
の
実
情
に
沿
っ

た
施
策
が
必
要
で
あ
る
。
ま
ず

は
地
域
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な

取
組
が
必
要
か
、
地
域
の
方
に

も
積
極
的
に
関
わ
り
を
持
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

問

答

問答

・消防団員の処遇及び待遇改善について
・防災について　
・ふれあい収集事業について
・ 日置川のトイレ事情について
・ 交通弱者の移動手段について

10NO.53

（久木区にある小山肆成の顕彰碑）

  長
な が の

野　莊
そういち

一　議員
（一問一答）

問問

問

問

答

答答

答答

問 問答
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南
海
・
東
南
海
地
震
に

か
か
る
被
害
想
定
を
受
け
、

町
の
防
災
対
策
は
い
か
が
か
。

ま
た
、
対
策
が
急
が
れ
る
地

域
の
防
災
、
減
災
施
設
の
充

足
度
等
現
状
と
今
後
の
計
画

は
い
か
が
か
。

　
　

町
の
津
波
避
難
計
画
に

基
づ
き
、
津
波
避
難
困
難
地

域
解
消
対
策
事
業
と
し
て
緊

急
避
難
施
設
、
防
災
行
政
無

線
の
換
装
事
業
等
を
実
施
中

で
あ
る
が
、
一
度
に
は
事
業

化
で
き
な
い
の
で
来
年
度
末

を
事
業
概
成
目
標
と
し
て
順

次
、
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

昨
年
発
足
し
た
南
紀
白
浜

観
光
局
で
は
、
専
門
的
な
人
材

を
生
か
し
た
新
た
な
仕
掛
け
や

観
光
メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り
等
が
必

要
と
考
え
る
が
、
今
後
の
取
り

組
み
は
い
か
が
か
。
ま
た
、
白

浜
観
光
協
会
の
あ
り
方
も
含

め
、
検
討
が
必
要
だ
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

　
　

ご
み
の
分
別
化
や
減
量

化
に
よ
り
焼
却
施
設
の
長
寿

命
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
る
が
、
循
環
型
社
会

形
成
を
目
指
し
た
取
り
組
み

は
い
か
が
か
。

　
　

廃
棄
物
等
の
適
正
な
処
理

を
前
提
と
し
な
が
ら
、
循
環
資

源
そ
の
も
の
の
地
域
特
性
等
に

対
し
、
従
来
か
ら
の
視
点
や
捉

え
方
を
変
え
る
こ
と
で
、
こ
れ

ま
で
未
活
用
で
あ
っ
た
循
環
資

源
を
最
適
な
規
模
で
循
環
さ
せ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
こ
れ
ら
の
考
え
の
も
と
、

国
の
補
助
事
業
内
容
等
も
十
分

研
究
し
た
う
え
で
、
よ
り
よ
い

循
環
型
の
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
、検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

現
在
、
南
紀
白
浜
観
光
局

に
は
大
手
旅
行
会
社
か
ら
専
門

的
知
識
を
も
っ
た
人
材
が
来
て

お
り
、
新
た
な
体
験
等
の
観
光

関
連
商
品
の
造
成
、
販
売
を
進

め
て
い
る
。
白
浜
観
光
協
会
、

南
紀
白
浜
観
光
局
が
一
層
の
連

携
と
、仕
事
の
す
み
分
け
を
し
、

お
互
い
の
組
織
力
の
強
化
に
努

め
、
一
本
化
の
協
議
を
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

答 問

答

・環境問題について
・防災について
・観光活性化について

問問

答

正
ま さ き

木　秀
ひ で お

男　議員
（一問一答）

（南紀白浜観光局ロゴマーク）

（第２３回ごみと環境フェア

ペットボトルのリサイクルを啓発するコーナー）



▷▷ 討論のあった議案

反
対
討
論
要
旨
（
葊
畑
議
員
）

　

景
気
低
迷
の
な
か
、
学
校

施
設
等
の
利
用
に
つ
い
て
町

民
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
に
対

す
る
取
り
組
み
に
水
を
差

す
。
ま
た
、
施
設
を
利
用
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
を

持
っ
た
団
体
が
気
軽
に
利
用

で
き
る
施
設
と
し
て
料
金
設

定
を
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

が
、
値
上
げ
に
よ
っ
て
、
文

化
活
動
が
阻
害
さ
れ
か
ね
な

い
。
今
回
の
消
費
税
増
税
に

よ
る
住
民
や
利
用
者
へ
の
転

嫁
は
認
め
ら
れ
な
い
と
思

う
。
従
っ
て
、
こ
の
条
例
の

改
正
に
反
対
で
あ
る
。

○：賛成　　×：反対
議
決
結
果

堀　
　
　

匠

楠
本　

隆
典

南　
　

勝
弥

西
尾　

智
朗

丸
本　

安
高

正
木　

秀
男

堅
田　

府
利

松
田　

剛
治

小
森　

一
典

水
上
久
美
子

辻　
　

成
紀

葊
畑　

敏
雄

溝
口
耕
太
郎

長
野　

莊
一

 議案第３６号
 「白浜町立学校施設使用条例等の

 一部を改正する条例について」

可

決
○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

※議長（西尾　智朗）は採決に加わりません。

　定例会４日目に、質疑を行った後、葊畑議員から反対討論があり、起立採決の結果、賛成多

数により可決しました。採決の結果と反対討論の要旨は、次のとおりです。

 》》「白浜町立学校施設使用条例等の一部を改正する条例ついて」

 》》「白浜町給水条例の一部を改正する条例」

　　》》「白浜町簡易水道使用条例の一部を改正する条例」

　定例会４日目に、質疑を行った結果、反対討論を葊畑議員が行い、白浜町給水条例の一部を

改正する条例については、賛成討論を溝口議員と長野議員が行いました。起立採決の結果、賛

成多数により可決しました。採決の結果と討論の要旨は、次のとおりです。

○：賛成　　×：反対
採
決
結
果

堀　
　
　

匠

楠
本　

隆
典

南　
　

勝
弥

西
尾　

智
朗

丸
本　

安
高

正
木　

秀
男

堅
田　

府
利

松
田　

剛
治

小
森　

一
典

水
上
久
美
子

葊
畑　

敏
雄

辻　
　

成
紀

溝
口
耕
太
郎

長
野　

莊
一

 議案第４０号
 「白浜町給水条例の一部を

改正する条例について」

可

決
○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議案第４１号
 「白浜町簡易水道使用条例の

　一部を改正する条例について」

可

決
○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

※議長（西尾　智朗）は採決に加わりません。
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可
決

可
決

（白浜第一小学校のグラウンドと体育館）



（⇦西富田配水池）

反
対
討
論
要
旨
（
葊
畑
議
員
）

　

料
金
改
定
の
経
過
に
つ
い

て
、
昨
年
８
月
に
説
明
が
あ

り
、
町
長
か
ら
水
道
料
金
審

議
会
に
諮
問
が
出
さ
れ
た
の

が
今
年
の
１
月
。
そ
し
て
、

た
っ
た
１
カ
月
の
審
議
の
期

間
で
第
２
回
目
の
審
議
会
で

は
30
％
の
値
上
げ
が
諮
問
を

さ
れ
た
。
こ
の
間
、
町
当
局

は
町
民
の
意
見
を
直
接
聞
く

機
会
を
持
っ
た
の
か
。
今
後

10
年
以
上
に
わ
た
っ
て
影
響

を
及
ぼ
す
値
上
げ
を
こ
の
６

月
議
会
で
決
め
る
の
は
あ
ま

り
に
も
拙
速
で
あ
る
。

　

ま
た
、
水
道
施
設
や
設
備

の
更
新
を
計
画
的
に
更
新
し

て
い
く
こ
と
に
異
論
は
な
い

が
、
そ
れ
は
収
入
に
見
合
っ

た
形
で
進
め
て
い
く
べ
き
で

あ
る
。

　

最
後
に
、
政
府
は
今
年
の

10
月
に
は
消
費
税
の
値
上
げ

を
実
施
し
よ
う
と
し
て
お

り
、
我
々
の
生
活
に
大
き
な

影
響
が
出
る
の
は
間
違
い
な

い
。
住
民
の
影
響
を
考
え
る

な
ら
、
拙
速
な
値
上
げ
を
認

め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

賛
成
討
論
要
旨
（
溝
口
議
員
）

　

町
の
上
水
道
は
何
十
年
に
わ

た
り
、
全
国
で
10
本
の
指
に

入
る
低
料
金
で
こ
れ
ま
で
運

用
し
て
き
て
い
る
。
何
十
年

に
渡
っ
て
計
画
的
に
事
業
を

遂
行
し
て
き
た
な
か
で
、
こ

れ
ま
で
水
道
料
金
の
値
上
げ

を
せ
ず
に
運
営
し
て
こ
ら
れ

た
こ
と
は
、
町
が
将
来
を
見

据
え
、
計
画
的
に
事
業
が
行

わ
れ
て
き
た
結
果
で
あ
ろ
う

か
と
認
識
し
て
い
る
。

　

人
が
生
き
て
い
く
う
え
で

一
番
重
要
な
水
を
供
給
す
る

重
要
な
事
業
で
あ
る
た
め
、

将
来
を
見
据
え
て
計
画
し
て

い
る
。
30
％
の
値
上
げ
は
数

字
上
で
は
確
か
に
大
き
い
か

も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
で
も

な
お
、
全
国
的
に
見
て
も
低

料
金
で
あ
る
。

　

施
設
の
更
新
に
つ
い
て
も
、

こ
れ
以
上
放
置
を
し
て
い
く

と
、
生
活
に
影
響
が
あ
る
と

の
観
点
か
ら
、
年
次
的
に
計

画
し
、
運
用
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
以
上
の
理
由
か
ら

こ
の
条
例
改
正
に
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
要
旨
（
長
野
議
員
）

　

町
水
道
事
業
は
昭
和
56
年

以
来
、
消
費
税
増
税
に
よ
る

料
金
改
定
を
除
き
38
年
間
水

道
料
金
の
値
上
げ
を
行
っ
て

い
な
い
。
現
在
の
水
道
料
金

は
10
立
法
メ
ー
ト
ル
の
家
庭

用
が
６
２
６
円
で
、
30
％
引

き
上
げ
て
も
８
１
０
円
と
な

る
が
、
そ
れ
で
も
県
下
平
均

の
１
３
１
４
円
を
大
き
く
下

回
り
、
県
下
で
最
も
安
い
市

町
村
と
同
水
準
で
あ
る
。

　

平
成
初
期
ま
で
は
町
の
水

需
要
が
多
く
、
多
額
の
料
金

収
入
が
あ
っ
た
が
、
今
後
、

給
水
人
口
の
減
少
、
節
水
意

識
の
向
上
に
よ
り
水
需
要
の

拡
大
は
見
込
ま
れ
な
い
。
一

方
、
水
道
施
設
の
老
朽
化
対

策
や
、
近
年
多
発
す
る
自
然

災
害
を
教
訓
と
し
た
耐
震
化

対
策
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

水
道
は
日
常
生
活
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
。
適

正
な
水
質
の
維
持
に
努
め
る

と
と
も
に
、
水
道
施
設
の
耐

震
化
事
業
に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。　
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 「白浜町給水条例の一部を改正する条例」について

 「白浜町簡易水道使用条例の一部を改正する条例」について

反
対
討
論
要
旨
（
葊
畑
議
員
）

　

料
金
を
揃
え
て
い
く
こ
と

に
関
し
て
は
必
要
か
と
思
う

が
、
全
体
を
通
し
て
水
道
の

条
例
、
そ
れ
か
ら
簡
易
水
道

と
合
体
を
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
の
な
か
で
、
今
後
10
年

間
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く

か
と
い
う
こ
と
で
懸
念
を
せ

ざ
る
を
得
な
い
。

　

よ
っ
て
、
こ
の
条
例
改
正

に
つ
い
て
反
対
す
る
。

（⇩平浄水場機械室）
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　政務活動費とは、「白浜町議会政務活動費の交付に関する条例」によって、議員の調査研究

等の活動に必要な経費の一部として交付されるものです。年度当初に議員ひとりにつき、年額

１８万円を一括交付しています。なお、残余金が生じた場合、返還しなければなりません。

堀　匠 楠本　隆典 南　勝弥 西尾　智朗 丸本　安高 正木　秀男 堅田　府利

調査研究費 86,293 11,760

研 修 費 151,600 6,000 72,800 151,600

広報・広聴費 29,000

要請陳情等
活　動　費 70,140

会 議 費

資料作成費 110,000 36,721 15,000

資料購入費 44,000 63,762 37,116 37,116 59,395 21,600 36,408

事 務 所 費

事 務 費 34,271

人 件 費

そ の 他 63,196 50,165 74,279

合 計 195,600 243,033 209,833 193,549 124,560 107,639 188,008

返 還 額 0 0 0 0 55,440 72,361 0

▷▷ 政務活動費の収支状況報告（平成 30 年度分）

（単位：円）
議員名

項目

松田　剛治 小森　一典 水上久美子 辻　成紀 葊畑　敏雄 溝口耕太郎 長野　莊一

調査研究費 97,378 135,338 86,293 81,043

研 修 費 74,800 76,800 26,360

広報・広聴費 69,979 77,929

要請陳情等
活　動　費

会 議 費

資料作成費

資料購入費 29,364 21,600 37,116 31,544 30,976

事 務 所 費

事 務 費 23,036 13,859

人 件 費

そ の 他 65,059

合 計 74,800 174,178 191,062 107,893 130,131 188,391 112,019

返 還 額 105,200 5,822 0 72,107 49,869 0 67,981

議員名
項目



政務活動費として支出できる経費（一例）

政務活動費として支出できない経費（一例）×

項　　目 内　　　　　容

調 査 研 究 費
 ・議員が行う町の事務、地方行財政等に関する調査研究に要する経費

　（調査にかかる交通費、宿泊費等）

研 修 費

 ・議員が行う研修会、講演会等の実施に要する経費

 ・団体等が開催する研修会、講演会等への参加に要する経費

　（研修会参加にかかる会費、交通費、宿泊費等）

広 報 ・ 広 聴 費
 ・議員が行う活動の広報、広聴活動に要する経費

　（資料等の印刷製本費、会場費等）

要請陳情等活動費
 ・議員が行う要請陳情活動、住民相談等の活動に要する経費

　（要請陳情等にかかる交通費、宿泊費等）

資 料 購 入 費
 ・議員活動のために必要な図書、資料等の購入、利用に要する経費

　（書籍購入費や新聞購読料 “ ２紙目以降 ” 等）

項　　目 内　　　　　容

交 際 的 経 費
 ・祝金、香典、寸志等の冠婚葬祭や祝賀会への出席に要する経費

 ・病気見舞、弔電、年賀状および時候の挨拶等に要する経費

選 挙 活 動 等 に

関 す る 経 費

 ・選挙運動および選挙活動に要する経費

 ・各種団体への支援依頼活動経費、選挙ビラ作成等に要する経費

 ・後援会活動に要する経費

私 的 な 活 動 に

関 す る 経 費

 ・私的な旅行、観光に要する経費

 ・議員が個人的に参加している団体の会費や会合への参加費

飲食に関する経費
 ・飲食を主目的とする会議出席費用

 ・各種団体等の会食だけの参加費

そ の 他
 ・挨拶やテープカットだけの式典等への出席に要する経費

 ・社会通念上、妥当性を超える経費
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　傍聴は、議員の活動や町長の考え、町政の方針を知る最も身近な方法です。簡単な手続きで

傍聴ができますので、ぜひ傍聴にお越しください。

▷▷ 傍聴のご案内

》》  手 続 き

　傍聴席入口の傍聴人受付票に、住所、　

氏名を記入し、傍聴人受付票入に入れ　

てください。傍聴人数が傍聴席数を超　

えることが予想される場合は、傍聴券　

を発行することがあります。

（傍聴席）

》》  傍 聴 席

○議場の傍聴席は、一般席２０席、記者

　席５席です。傍聴席には限りがありま

　すので、先着順とさせていただきます。

（傍聴人受付票入と傍聴人受付票）

○審議やほかの傍聴者の妨げにならない

　範囲で、会議中の入場や途中退席をす

　ることができます。

○白浜町ホームページで、本会議の録画

　配信を行っています。傍聴席が背景の

　一部として映りますので、ご了承のう

　え傍聴をお願いします。

○傍聴席に空きがない場合、録画映像に

　映りたくない場合は、議場隣の委員会

　室にて音声のみお聞きいただけます。

議場

委員会室

議員控室 議長室議会事務局 ト
イ
レ

傍
聴
席

（本庁舎２階）

【傍聴席入口】
至 総務課

ご不明な点は、

議会事務局で

お聞きください。



▷▷町議会・町議会議長の主な動き（4月～ 6月）

４月１日　  阪田祭祀遺跡式典

   　　　５日　  保育園・幼児園入園式

８日　  小・中学校入学式

 ９日　  議会広報特別委員会

   　　１２日  第 30 回白浜町美術家協会展

１５日　  全員協議会

２１日　  交通指導員会総会

２２日　  南紀白浜水産資源流通促進
 協議会総会

２６日　  環境保全協議会総会

２７日　  「わかやま森林と樹木の日」
 記念式典

５月３日　  白良浜清掃、海開きイベント

１１日　  春の全国交通安全運動出陣式

１２日　  津波救命艇設置式典

１９日　
 日置川町商工会通常総会
 第６回南紀白浜トライアス
 ロン大会 

２０日　  西牟婁郡町村議会議長会総会 

  ２１日　  全員協議会
 総務文教厚生常任委員会

２２日　  県町村議会議長会定期総会

２３日　  ねんりんピック紀の国和歌山
 2019 白浜町実行委員会総会

２４日　  入学就学奨励金審査委員会

２５日　  白浜コスモスの郷フェスタ

２６日　  第５１回砂まつり大会
 椿わがら祭り

２８日　  議長・副議長研修会 ( 東京都 )

２９日　  議会運営委員会

３１日　  英霊顕彰会理事会

６月１日　  献湯祭

４日　  第２回定例会第１日
 全員協議会

１４日　  暴力団追放協議会総会

１７日　  第２回定例会第２日
 議会運営委員会

１８日　  第２回定例会第３日

１９日　  第２回定例会第４日
 議会運営委員会

　２５日　  生活安全推進協議会総会

２８日　  交通安全対策推進協議会総会
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▷▷ 活動報告

　５月２８日、東京国際フォーラムにおいて、
町村議会議長・副議長研修会を開催されました。
白浜町議会からも議長・副議長が参加し、議員
報酬のあり方や政務活動費の透明性など、多岐
にわたる研修を行いました。

　▶ 令和元年度町村議会議長・副議長研修会



日 月 火 水 木 金 土
8/26 8/27 

 議会運営委員会
 10:00~

8/28 8/29 8/30 8/31

1 2 3
 第 1 日
 提案説明等
 10:00~

4
 （休会）
  議案調査のため

5
 

6
 

7

8 9 

（休会）

10
 

11 12
 第 2 日
 一般質問
 10:00~

13
 第 3 日
 一般質問
 10:00~

14

15 16 17
（休会）

18
 第 4 日
 議案審議
 10:00~

19
 第 5 日
 議案審議
 10:00~ 

20 21

開会日

閉会日

編 集 後 記

発行：白浜町議会　　編集：議会広報特別委員会　　〒 649-2211　和歌山県西牟婁郡白浜町 1600 番地
TEL  ：0739-43-6591　　FAX：0739-43-5888　   　E-mail：gikai@town.shirahama.lg.jp　

次 回 日 程 　次回定例会（9 月）の会期は、
　　　　　　　　9 月 3 日（火）から 19 日（木）までの予定です。

　土用丑は７月２７日。近年、鰻は中国産も高く、なかなか口には入りません。海水浴も

土用波には気をつけねばと思いますが、今年も台風、豪雨の季節がやって来ました。

　中央防災会議は、南海トラフ地震の最新被害想定を前よりも低く発表しました。人々の

災害に対する意識の向上により、事前対応が進んだとのことです。先日、防災情報の伝え

方の変更がありました。「警戒レベル４」で全員避難とのことです。

　６月議会で内ノ川への排水ポンプ用発電機を２台購入する議案を可決しました。これに

よって近年幾度となく繰り返されてきた地域小河川の氾濫によって住宅や工場等への浸水

が緩和され、ある程度は住民の命と財産を守ることができるのかと思いますが、いつでも

早く可動できるように準備と対策をしなければと思います。（葊畑）

９月議会の日程は、8 月 27 日（火）開催予定の議会運営委員会で決定します。
詳細は、議会事務局（43-6591）までお問い合わせください。

町議会に関する情報は
「議会ホームページ」へ

　議会広報特別委員会
　委 員 長　南　勝弥　　
　副委員長　小森　一典
　委　　員　正木　秀男　松田　剛治
　　　　　　水上久美子　葊畑　敏雄

お 知 ら せ

  〈白浜町議会ホームページ〉
  http://www.town.shirahama.wakayama.jp/
  gyousei/gikai/index.html

　白浜町議会ホームページでも、会議日程をご覧になれ
ます。また、直近の本会議の録画配信や本会議の会議録
等も発信しています。


